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　Adams ＆ Bosh （1986 ）は 、ア メ リカ合衆 国

の 大学 生 を対象 と した 調査 にお い て 、「戦争は 人

間性 に 内在 して い ると思 うか 」 と の 問 い に対 して 、

44％が肯定す る とい う結果を得た。同 じ問い に対

し、フ ィ ン ラ ン ドの 大学生 も52％が 肯定 して い る

（Wahlstr6m，1985）e 　 Adams ＆ Bosh （1986）、

Wahlstr6m （1985＞は、さ らに 、 上 述の 信念が戦

争 （核 戦争 ）阻止 行動 へ の 消極的態度 と関連 して

い る こ とを指 摘 した 。 すなわ ち、「核戦争に 対 し

て 個人 的にで き る こ とが あ る 」 と 「思 わない 」 人

の 割合 は 、「戦争 は 人 間性 に 内在 す るG と考える

群 にお い て 高 く、また 、 「平和の 活動 へ の （実際

の ）参加」 が 少ない 人の 割合も 、 戦争の 人間性内

在論 の 支持者の 方 に多か っ た の で ある 。

　上 述の 「戦争 が人間の 本性 に 内在 して い る」 と

い う信 念は、
一

面で は、Freud （1933）、　 Lorenz

（1963 ） を典 型 とす る 戦争 原 因 に 関す る 「本 能

論」 に 基 づ い て お り、また 、他面で は 、Darwin

（1895）の 生存競争 （struggLe 　for　life）、 自然淘

汰 （natural 　selectiQn ）の 仮 定を人間社会 に機 械

的に 適用 したス ペ ン サ ー以来の 社会ダーウィ ニ ズ

ム に 基づ い て い る。 こ の よ うに異な る議論の 系譜

を持ちなが らも、社会 ダーウィ ニ ズ ム は 、戦争を

人間 ・動物 を貫 く （持 っ て 生まれ た）優勝劣敗 ・

弱 肉強食の 原理 に よ っ て 不 可避 的に 生 じる現象 と

し て 正 当化す る点で 、前者 （本能論 ）を も含み込

む もの ととらえ る こ とがで きる e 本 論で は 、以後 、

上 述 の よ うな 戦争 内在 論 は 、「社 会 ダーウィ ニ ズ

ム 的戦 争観 」 の 用語で 代 表 させ る こ と とす る。

　 さて 、こ の よ うな、欧米青年 （学生 ）におい て

無視で きな い 広が りを見せ て い る社会 ダーウィ ニ

ズ ム 的な戦争に 関する信念は 、今日の 日本の 若 者

の 心 の 中に も入 り込ん で い ない で あ ろ うか 。

　日本は 、 「国際連合 平和維 持活動等 に 対する 協

力に関する法律　　1 の 成立 （1992）に よっ て 、戦 後

初め て、自衛隊が国外 にお げる 武力行使を容認さ

れ る とい う段 階に踏み込ん だ 。 こ れ は 、平和主義

的 日本 国憲 法の 制定以来、 自衛隊 の 海 外派遣 を禁

じ て きた国 家の 基本 方針 の 転 換で あ り、「国際貢

献」 の 名の もとに、武 力行使 を紛争解 決 の 手段 と

して肯定的 に とらえる世論が強 め られ る可能性 が

生 じて い る とい えよ う。

　他方、1990年代に入 り、 日本 で も 「利 己的 遺伝

子」論 （Dawkins ， 1976 ；1982；1989＞が動物行動

学者 ・科学ジ ャ
ー

ナ リス トに よ り
一

般マ ス コ ミレ

ベ ル で も盛ん に 紹介され る よ うにな り、これ を通

俗化 した生物学主義的な 人間観 と、こ れ を社会現

象で あ る戦争に適用 した戦争 必然論 が登 場 して い

る （例 えば竹 内 ， 1991；保科 ， 1992；H 高 ， 1992 。

注 2 参照 ）。

　 日本の 青年の 状況 をみれ ば 、小 ・中
・高 の 教育

を支配する 競争 原理 と管 理主義の 中で 、批判 的精

神 の 弱 さ、正義 感の 希薄 さが 指摘されて お り く藤

田 ， 1991）、次代 の 主権者 たる青年が 、非暴 力的

方法 に よる平和創造の 主体 として の 自己形成 がで

きず、非科学 的な戦争不可避論 にお ち い る危 険性

が ある 。

　 こ の よ うな政治 的情勢 とイデオ ロ ギーの 動向、

教 育の 状 況の 中で 、放置すれ ば今 日 の 日本の 青年

が、戦争に 関する 悲観 的 信念を 身 に つ けて い くこ
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とが 予測 される 。 日本の 心理学分野に おい て は、

こ の よ うな問題 に 関 連する もの と し て は 、攻撃性

研 究が 存在す る もの の （大 淵 ， 1993な ど）、平和

心 理 学研 究の 視点か ら、上述の よ うな青年の 実態

を把握 し解 決に 向けて の 展望を示唆する よ うな心

理学的研究は 着手され て い ない の が現状で あ る。

本 論文 の 目的の 1つ は 、こ の よ うな戦争 に 関する

社会ダ ーウ ィ ニ ズ ム 的信念 が 日本人学生 に どの 程

度 浸透 して い るか その 実態を明 らか にする こ と で

あ る。

　 こ れ らの 、繰 り返 し登場 する社会ダーウィ ニ ズ

ム 的 （生物 学主義的 ）人 間観に基づ く戦争観に対

して は 、そ の 都度、科学的な批 判が精力 的に なさ

れ て きた （FTomm ， 1973；Tobach ， 1974；Kiama ，

1988；Groebel＆Hinde ， 1989等 ）。 中で も、1986

年に ユ ネス コ に 関わ る科学者 た ちに よ っ て ま とめ

られた 「暴 力に 関す るセ ビ リア 声明」 （注 3 ）は 、

その 国際性 と学際性 の 点か ら、そ うした批 判作業

の
一

つ の 結 節 点 と して 注 目され る。
厂

声明1 は 、

人問の 暴 力 と戦争の 原因 ・メカ ニ ズ ム に対 し て 生

物学を機械的に適用する諸潮流を 5 つ に整理 し、

一
つ

一
つ 、科学 的妥 当性 の 観点か ら批判 を加 える

手法 によ り 、 戦争 ・暴 力の 原因 に関する 生物学還

元 論 に 陥 らない 科学 的思考 の 普及 をめざ して い る e

起草者た ちは 、戦争 に 関す る社会ダ ーウィ ニ ズ ム

的な信念 の 青年層に お ける冒頭 に紹介 した よ うな

実態を憂 慮し、 と りわ け次代を担 う子 ど も ・
青年

に 対す る平 稲 ・国瞭理解教 育に 科学者 として 寄与

す る こ と を 強 く意 識 し て い た （UNESCO ，

1991）。 本 研 究 に お い て は 、 こ の 「声 明」 に示唆

を受け、社会ダー
ウィ ニ ズ ム 的 く生物学主義的）

な戦争観 と、セ ビ リ ア 声明の 精神に 立 つ 非生物学

主義的な戦争観 を対比 的に堤示 した質問紙調査 を

お こ な う。

　また、本研究で は 、質 問紙調 査を、客観主義的

実態調査 、一
方 的情報収集で は な く、む しろ、教

育 的働 きか け と考 え、平秘教育 の 方法論 を検討す

る第
一

歩 とした 。 すなわ ち、第 一
に 、質問紙 は 具

体的問題 に 関す る内省 を通 じて 戦 争観を再検討で

きる よ うな項 目構成 とする e 第 二 に、社会ダ
ー

ウ

イ ニ ズ ム 的信念 とセ ビ リ ア 声明的戦争観を、ど の

ような順 序で 、どの よ うに 具体 的平和 間題 と関連

付けて 提 示 す るか 、 とい う問題 を吟味 す る 。 す な

わ ち 、社会 ダー ウィ ニ ズ ム 的 戦争観 → 現実問 題

→ セ ビリァ 声明的戦争観 （A 系列 ） と、セ ビ リア

声明的戦 争観 → 現実問題 → 社会ダ ー
ウィ ニ ズ ム 的

戦争観 （B 系列 ）の 提 示順 序に よる二 系 列 を設 け 、

その 二 系 列間で 回答に違 い が 出るか ど うか に着眼

した。

　実施前の 予想 として は、現在 の 学 生が生 活意識

の レ ベ ル で 持 っ て い る と思われ る社会ダ ー
ウィ ニ

ズ ム 的信念 を最初に い っ たん意 識化 させ た上で 、

これに 具体 的問題 を対 置 し、 そ の 後 に 生物学主義

よ り新 し い 考 え方 を示 す展 開の 方が 、その 逆 の 展

開 よ りも、戦争 防止活 動 に関する肯定的態度が 高

ま る の で は な い か と考 えた。 これは 、人 間 を生物

の レ ベ ル に 還元 する とい う、一見科 学的 で 、 B 常

的に も親 しみの あ る、やや勅激 的 ・悲観的ない っ

もの 見解が、現実に 日本 が関わ ろ うとして い る戦

争事態につ い て 考える過程で 見直され 、改めて 問

題解決の 場面に 入 っ た とこ ろで 、セ ビ リア 声明的

見解に 接す る方 が 、 人間 の 自由意思 に対する確信

を強 め、行動へ の携 えが形 成されやす い の で はな

い か とい う仮定に 基づ い て い る ． また 、 逆 の 提示

頌 序に す る と、セ ビ リア 声 開の 見解 の 意味 ・重要

性 に気づ か ぬま ま、悲観 的な社 会ダ ーウィ ニ ズ ム

的見解 に む しろ 立ち戻 るため に 、戦 争防止 へ の 確

信 も生 まれ に くく 、 行動へ の 構 えも形成 され に く

い と仮定 した 。

　本研究の 目的は 、 第
一

に 、 現在の 日本 の 大学生

に つ い て 、社会ダーウィ ニ ズ ム 的信念 と、その 対

極と して の セ ど リア 声明 的信念 の 受容水準 を調べ 、

さらに 、調査時点 （1992年当時 ）の 日本 の 最 も重

要な平 和 問 題 で あ っ た憲 法 ・PKO 問題 に関 す る

意見 と戦争 防1とに対す る態度の 実態 を把握す る こ

とで ある 。第二 の 目的は 、こ れ らの 項 目間の 関連

を分析 す るこ とに よ り社 会ダーウィ ニ ズ ム 的 信念 、

あるい は 、セ ビ リア 声 明的信念が 青年 （こ の 場 合、

大学生 ） の 戦争防止活 動 へ の 態度 とどの よ うに 関

連する か に つ い て 考察す る こ とで ある e 第三 の 目
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的は 、平和教育の 教育方法の 研究 と関わ っ て 、社

会ダ ーウィ ニ ズ ム 的戦争観 とセ ビ リア 声明的戦争

観の 提示順 序が戦争防止活動 へ の 態度 にお よぼ す

効果 を明 らか に す るこ とで ある 。

方　法

　 1992年 7 、 8 月、 2 大学 （都 内文系 私立H 大、

地 方理 系私立 K 大 ）にお い て 18才か ら24才まで の

学生 581名 （男 392名 、 女 197名 、 不 明 2 名）に 対

し、質問紙調査 を実施 した。い ずれ も講義時間中

の 約 20分 を使い 、 講義担 当教員の 手で 行なわれた 。

　目的 1 の 実態把握の た め に、質問紙 （appendix

参 照 ）は 、冒頭 と最後 に 、社会ダ ー
ウ ィ ニ ズ ム 的

戦争論 に 基づ く 3 項 目、それ らに 対立 す るセ ビ リ

ア 声明的戦争観 に基づ く 3 項 目をそれぞれ配置 し

た。前者 3 項目は、サル 社会 も人 間社会も共通の

「優 勝劣 敗」 法 則 に 貫かれ て い る （  ： 質問紙項

目番号、以 下 同様 〉、動物界 も人 間界も 「弱肉強

食」 の 原理 に 支配 されて い て 、人 間社会で は こ れ

が戦 争 として 現れ る （  ） とい っ た社会ダーウィ

ニ ズ ム 的項目 と、動物 も人 間も 「闘争本能」 を持

つ の で 戦争は な くせ ない （  ） とい う戦争 ＝本能

論 を項 目化 した 。 最後 の 項 目は Adams らの 項 目

に直接 的に 対応 して い る。以 後、こ れ らを 「社会

ダ
ー

ウィ ニ ズ ム 的戦争観 」 （あ る い は略 し て 「社

会ダ ー ウィ ニ ズ ム 」）項 目と総 称す る 。 後者 3 項

目は 、それ ぞれ 前述の 社会ダー
ウィ ニ ズ ム 的戦争

観項 目と内容的に 対応 （対立 ）させ て あ り、サル

にお い て も人間 にお い て も 「協力」 の 役割が重要

で あ る こ と （  ）、動物の 食物連鎖 と人 間の 種 内

闘争 た る 戦争は 異 な る こ と （  ）、人 間 の 戦争 は

本能で な く制度 的 ・意図的に 行な われ る攻撃行動

で ある こ と （  ）が 、それぞれ表現 され て い る e

これ らは 、主 と して 「セ ビ リア 声明 i の 内容 に よ

っ て い る。以下 で は 、これ らを 「セ ビ リア声明的

戦争観」 （あ るいは 略 して 「セ ビ リア声明」）項 目

と総称する 。 な お、被験者 に は 「セ ビ リア声 明」

本文 自体は読ませ て い ない 。

　また 、 平和教育の 方法論 を検 討す る第
一

歩 とし

て 、具体的問題 を提起 して 戦争観の 再検討 を行 う

た め に 、現 在の 日本 が 直面 する最大の 平和 問題 で

あ る自衛隊 の PKO 派遣問題 に 関わ る項 目を、質

問紙中間部に 配置 した 。 調査時期の 1992年夏は、

カ ン ボジ ア PKO へ の 自衛隊 派遣 直前の 時期で 、

そ の 是非 をめ ぐ っ て 国内 ・外で 論議が 盛ん な時期

で あ っ た。項目  、  は 日本国憲法 との 矛盾の 問

題、  は 日本の 過去の ア ジア侵 略との 関わ りの 問

題、  は い わゆ る国際 貢献 の 方 法 と して の 当否の

問題、  は現実に派遣 され る自衛隊の 隊員の 問題 、

  は被験者 自身が 派遣対象 にな るとい う仮定 を し

た場合の 態 度、 とい う視点 か らそれぞれ た ずね て

い る。

　最後 に 、被験者 自身の 戦争 防止に対 す る態 度 を

直接的に尋 ね た （  ）。

　 目的 3 の 提示 順 序の効果の 測定の た め に、社会

ダー
ウィ ニ ズ ム 項 目［      ］→ 憲法 ・PKO 問題

項 目［        尠   ］→ セ ビ リア 声明項 目［      ］

→ 戦争防止へ の 態度［  ］とい う順序の 質問紙 A と、

セ ビ リア 声 明項 目［      ］→ 憲法 ・PKO 問題項

目［            ｝→ 社 会ダーウ ィ ニ ズ ム 項 目［ 

    ］→ 戦争防止 へ の 態度 ［  〕とい う順序 の 質 問

紙 B を作成 し、被験者の 半 数ず つ に実 施 した。す

なわち、A 系列は、社会ダ ーウィ ニ ズ ム 的戦争観

の 枠組みを意識化 させ 、 具体 的問題 に つ い て 考察

を促 した後 、セ ビ リア声明 的戦 争観 を導入 し、戦

争 防止活動 に対する態度を尋ね る とい う展 開 とな

り、B 系列 は、セ ビ リア声 明 的戦争観の 枠組み与

えた上で 、具体的問題 に取 り組 んだ 後、社会ダー

ウィ ニ ズ ム 的戦争観の 枠組み を示 した上で 、戦 争

防止活動 へ の 態度 を尋ね る とい う流れ を想定 した 。

　 以上 の 各 問 とも、 厂強 くそ う思 う」 か ら 「決 し

て そ う思わな い 」 まで の 5 段階評定を求め た。

結 　果

各項 目の結果

（D 日本の 大学生の 中の 社会 ダーウィ ニ ズ ム 的信

　　念 ・セ ビ リ ア 声明 的信念

　まず、目 的 1に 関わ っ て 、戦争観に 関する信念
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の 全般 的傾向 を検 討す る 。 表 1 にみ るよ うに．社

会ダーウィ ニ ズ ム項 目に対する肯定 （強 くそ う思

う＋ そ う思 う〉率 は 、高 い 順に 、人 間社会 ＝優勝

劣敗論 55．8％、戦 争 ＝闘争本能論47．7％、戦争＝

弱 肉強食論38．6％で あ っ た。一
方、セ ビ リア 声明

項 目に つ い て は、捕 食 ≠ 戦争論が 83．1％ 、 戦争 ＝

自由意思 論が 60．60／o 、協 力重視論は 43，2％の 支持

を得 て い る 。

　すなわち、社会ダー
ウィ ニ ズ ム 的人 間観

・
戦争

観は 約半数の 賛同を集 め て お り、 日本人大 学生に

お い て もこ の 見解 が広 くみ られ る こ とが わか る。

戦争 ＝本 能論 へ の 支持 は 、Adams 等の 結果 とほ

ぼ 同率で あ っ た 。

　 とこ ろで 、表 1 を検討する と、闘争本能論 と自

由意 思論 へ の 賛 同者 の 重 な りが 最 低で も8．39／o 、

戦争 ＝ 弱 肉強食論 と捕食 ≠ 戦争論の 賛 同者 の 重 な

りは 最低で も21，7％は あ り、被験 者 の 中に論理 的

に 矛盾 した信念の 共存する 層が 存在する こ とが わ

か る。

　さ らに、表 ユに お い て 男女差 を検討す る と、戦

争 ＝ 自由意思論 に つ い て は男性 の 賛同 56ユ ％に 対

して 女性の 賛同 rlS70．oo／o に達 し、進化 ＝ ・tu力論 へ

の 賛 同は男性 40．8％ に対 して 女性 が48．1％で あ っ

た 、一
方、戦争＝闘争本能論 へ の 肯 定 は 男 性が

52．8％で あるの に対 し女 性は 37．5％で あ っ た （い

ずれ も X2 検 定で 有意差 あ り、　p＜ ．05）。

（2） 憲法 ・PKO 問題 に 対 す る態度

　表 1 に よる と、ア ジ ア の 不信を惹起す る こ とへ

の 懸 念に は 73．70／o 、 PKO 法 ＝違憲説 へ は 6G，10／e

（反対 の 合憲説は 20．1％ ）、非 軍事的 国際貢 献に は

66．4％、 自衛 隊員の 派兵 忌 避の 予想 に は 60，6％ が

賛同 した。 さらに 、もし徴 兵制が しか れ た 場合、

自分自身 （または 恋人 ）が兵役 に赧 す る との 予想

は 25．3％ に とどま っ た （反対 に拒否は 51，7％ ）。

　反 応の 性差 に 着目する と、 PKO 法の 違憲認識

（女 63．1％ ， 男 58．8％）、ア ジ ァ不 信 へ の 懸念 （女

80．7°

／o ， 男70，1％ 〉、派兵以外の 国際貢献 （女 74．

9％ ， 男 62，4％）の い ずれ の 項 目で も女性の 批判

的意見が 多 い （Z　
2tw

定、　 pく ．OS）。

（3）戦争防止 に対 す る態 度

　 「戦 争 防止 の た めに 自分 に もで きる こ とが あ

る一 とい う最終項 目に対 して は、半数 を超 える約

52％が 肯定 して い る 。 戦争防止活動に 対する肯定

的態度 がやや優勢 とい え よ う。

　な お 、こ こ で も反応 に は 性差 がみ られ 、「戦争

表 1　 各 項 目 へ の 賛同率

分　類 項　　昌

（要 約 ）

　賛　同　率

女性 　男性　平均

ゼ 検 定

社会タ
t 一ウ1ニス

’
ム

　（信　念 ）

  人閤社会 も優勝劣敗が 支配

  戦争 は弱 肉強 食 の 現われ

  戦争は 闘争本能に よ る

55．1　　56．3　　55，8
33、7　40．9　38．6
37．5　52．8　47 ．7

n ．S ，

n ．s ．

P〈．01

平 和 問 題

　 （意　見 ）

  PKO法は憲法違 反

  PKO法は 憲法に 違反 し な い

  派兵 は ア ジ ア の 不信 を深 め る

  日 本 の 国際 貢献は派兵以外 で

  自衛隊員の 派兵拒否は 多い だろ う

  徴兵 制な ら兵役 に 服 従す るだ ろ う

63．1　58．8　60．1
13．9　23．3　 20．1
80．7　　7  ．1　　73．7
74、9　62．4 　66．4
60．4　6ユ．5　60．7
20．4　 27．6　 25．3

P〈．OlP
く．elP
く．001P
〈．01n
．s ．

n ．S ．

セ ビ リア 声 明

　く僧　念 ）

  進化 を うな が し た の は協力

  捕食は食物連鎖

  戦争は 自由意思に よる

48．1 　40 ．8 　43 ，2

85，1　　82，4　　83．1
70，  　56．1　60．6

pく．05n
．S ．

P＜，OG1

（態　度 ）   戦争防止 の た め に で きる こ とあ る　 59．948 ．551 ．9 Pく．OO1

＊ 「賛同率」 は 「強 くそ う思 う」 と 「そ う思 う」 の 合計
＊ 検定 方法 は 、 X2 検 定 （d．f．＝ 1）
＊ 項 目  に っ い て は、女性 は 「私 の 恋人 」 の ケ

ー
ス に つ い て 回答
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防止の ため に何か で き る1 とい う確信 も女性の 方

が 強い （女59．9％ ， 男 48、5％ ）で あ る （x2検定、

p＜ ，001）a

項 目間 の連関 ・構造

　次に 、目的 2 に 関わ っ て 、項 目間の 連関 を検討

するた めに 、 全項 目につ い て の 項 目間相関行列 を

もとに 作成 した の が 図 1 、 2 で ある 。 戦争観 に関

す る社会ダ ーウィ ニ ズ ム ・セ ビ リア声明項 目の 中

で 、A 、　 B の 系 列、す なわ ち提示 順 序に 関 わ らず、

  戦争防止活動 へ の 態度 と高 い 相関を示 したの は、

  戦争 ＝ 自由意思論 と  戦争＝闘争本能論で あ っ

た p 憲 法 ・PKO 問題 に つ い て の 項 目群  〜   、

  は 互 い に 相関が 高い が、  （派兵 以外の 国際貢

献 ）を除い て は、戦争 防止活動 へ の 態度 とは有意

な相関 を示 して い ない 。

提示 順序 の 効果

　 目的 3 に 関 し て 、系 列間の 比 較をする と、表 2

賢問紙A の項目は〔      1［nm ］IO｛i  ｝［  ｝の願
←
一一一一

）　正 の 樒開

戦争防止 へ の態度

　

　

醐転

図 1　 質問紙 A の 項 目 間 の 相 関

に 見 る よ うに 、「戦争防止 の ため に 自分に もで き

るこ とがある」 に対する 支持率は A 系列の 方がや

や高 い が、 x2 検定 に よる有意差 は 見 い だ され な

か っ た 。 した が っ て 、 「社会ダーウィ ニ ズム 的信

念 を最初に い っ たん意識化 させ た 上 で 、こ れ に具

体的問題を対置 し 、 その 後に 生物学主義 よ り新 し

い 考 え方 を示 す展 開」、す なわ ち A 系列の 方 が、

「そ の 逆の 展 開 」、す なわ ち B 系列 よ りも、 戦 争防

止活動に 関する肯定的態度が 高まる で あろ うとい

うわれわれ の 予想は、今回は確か め られ なか っ た

こ とになる 。

　 当初予想 した効果 は見 られなか っ た が、分析の

過程で 次の よ うな 傾向が 見い だ された 。 す なわ ち、

図 L2 を比較 す ると、　 A 系列の 方が 相互 に連関

を持 つ 項目ペ ア の 数が 多い こ とに気づ く。 すなわ

ち、 B 系列に は な くA 系列に は あ る相 関有意 な項

目ペ ア は 10あ るが 、 B 系列に は あ っ て A 系列 に な

　 　 　 質踟 B の 項 目は 【      ］【戴 ）］1（互〕  嘔月C  】σメ国
　 　 　 ← 一一一→ 　正の 相関

　 　 　 　 戦争防亡 へ の態度

図 2　質 問 紙 B の 項 目 間 の 相関

ア 声明

表 2　 戦争防止 活動 へ の態度の 系列間比較

項目  「戦争防止 の ため に 自分 に もで き る こ とが ある1

系列 強 く　　　 そ う思 う　 どち ら とも　 そ うは 　　　決 して そ う

そ う思 う　　　　　　 い えな い 　　 思わ な い 　　は思わ な い

AB 731111 −
004643

0げ
ー

7
畳

023

070311 ∩

41
ρ
D
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0
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い とい う相関有意な項 目ペ ア は 4 つ で あ り、した

が っ て 総体 として は、 A 系 列の 方が 、 有意 な相関

を持 つ 項 目の 組 み合わ せ が 多い 。

考　察

日本 の 大学 生の 戦 争観 の 特徴

　人 間の 行 う戦争 を優勝劣敗、弱肉強食、闘争本

能か ら描 く社会ダ ーウィ ニ ズム 項 目に対する 日本

人大学生 の 反応 に つ い て 、欧米で の 結果 と類似 し

た 高い 支持 率が示 された こ とに つ い て は 、 その 原

因 の 究明 が 求 め られ て い る。

　 日本で は 、小 ・中 ・高の 学校教育 にお い て 進化

論教 育が 立ち後れ て い る （笠井，1993）一方で 、

「自然淘汰」、「生 存競争 」 、「弱 肉強食 」 とい っ た

断片的言葉 だけが 、 日本 の 競争社会 を表現する言

葉 として 日常的に 、不 正確 に使用 され る現状 があ

る e こ の よ うな誤用 は 、 明治 10年前後 に 日本 に

ダーウィ ニ ズ ム が 輸入 され た 当初 か ら顕著な傾 向

で あ lj、天皇 制を正 当化 し、自由民権運動 を抽圧

する
一

種の 科 学的根拠 と して体制に 利用 され た と

い う歴吏 を持 つ （鵜浦，1991；中川 ， 1992）。 た と

え ば 、鵜浦 （1991）は 、厂ダー
ウィ ン 進 化論は 最

初か ら罫社会 ダー ウ ィ ニ ズ ム 』 と し て 受容 され

た」 と し、 「国家 主 義者加藤弘 之はダー ウィ ン 進

化論 を L7金 剛大法9 として 受け入れ 、 それ によ っ

て 天 皇制中心 の 国家体制 を正 当化 し よ うとした」

（p．12  と述 べ て い る 。

　 こ の よ うに 、資本主義 的競争 の 支配す る社会 に

お い て 、擾れ た者 、強 い 者 こ そ生 き残 る とい う価

値観が 日常生 活 レ ベ ル に入 り込んで い る結 果 とし

て、社会ダー
ウ ィ ニ ズ ム的 見解 へ の 同 調が 生 じや

す い の で はな い か と考 え られ る 。 た とえば 、 最近

の 受験戦争の 激化の 中で 、子 ど も ・
青年の 受験指

導 の 際、他の 受験 生を敵 とみ な して弱 肉強 食、優

勝劣敗 を 強調 す る と い うケ
ー

ス は 放挙に い とまが

な い 。 また 、戦争＝本能論 に つ い て は、個人 とし

て 体験す る、時 として 撫 制で きな くなる怒 りの 感

情や攻撃 的行動 と、民族 ・国家間の 戦争 とが認 識

の 中で 短絡的に 結び つ けられ る とい う可能性が考

え られ、その 結 果 と して 肯定され て しま うの で は

な い か と思 わ れ る 。 い ずれ に せ よ 、 こ れ ら社会

ダー ウィ ニ ズム 的戦争観 へ の 同調的態度 は暴力 ・

戦争の 容認 へ とっ なが る こ とが 予想 され るた め 、

一
層の 解 明が必 要 とされ て い る 。

　 また 、今 回の 大 学生 対象 の 調査 で は 、PKO 活

動へ の 参加の 動き全般に 対 して は否定的態度が 示

され て い る とい える 。 こ の 点 、 自衛隊 の PKO 派

遣こ そが 今求め られて い る国際貢献の 道とする 政

府見解 と、そ れ を無枇判 的に 伝 えるマ ス コ ミ報 道

が 支配的で あ っ た 1992年 当時の 状況 （注 4 ）か ら

する と、平和 志 向的意識が 際立 っ て お り、その よ

うな意識 の 形成 要因が注 目され る。また、ア ジァ

諸国の 不僧惹起 へ の 懸念 が と りわ け強 い こ とは 、

1980年代末か ら表面化 した従軍 慰安婦 問題 に 象徴

され る よ うな、過 去の 日本 の ア ジア 侵略 の 犯罪性

が 被侵略諸国か らの 訴 えによ っ て 表面化する 中で 、

彼 らの 認識が 深 め られ て きた可能性が誰測 され て

興味 深い 。

　被 験者の 中に論理 的に 矛盾 した 信念が 共 存す る

層が存在す るこ とは 、単に被験者たちの 科 学的思

考の 弱 さの 現れ とい うよ りは、被 験者の 中に 双方

の 論理 を受 け入 れ る経験 的事実 、信 念が 内在 して

い る こ と を推測 させ る結果で ある 。た とえば、前

述の よ うに、受験競争 の 中で 同級 生 を敵 とみ なす

こ とが 当然視 され る状況が ある
一

方で 、友人を求

め る要 求 を持 ち、他者 と協 力し合 う関係で あ りた

い 、あ る べ きで あ る と い う価値観 が存在する こ と

も事 実で ある。こ の 点 に つ い て は さらに解 明を進

め る 必 要が あ る。

反応 の 性差に つ い て

　反応 の 姓差に 関 して は 、 概 して女 性の 方 が セ ビ

リア 声明 項 目 の 支持率 が 高 く、社 会ダーウィ ニ ズ

ム 項 目へ の 支 持率 が 低 い 傾 向 が あ る e 自衛 隊 の

PKO 参 加 へ の 批 判、戦争 防 止 へ の 参加 とい っ た

平和 志向的項 目に対 して も女性が 強 い 支持 を示 し

て い る 。 また 、 有意差の 出ない 項 目におい て も、

女性 の 平 和 志向 傾向は
一貫 して い る 。 Adams 等

（1986 ＞で は 、こ の よ うな性差 に は 言及 し て い な
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い が 、注 目され る 問題 とい え よ うe

　こ の 要因の 一
つ として は 、 伝統 的性役割観の 影

響が 考 え られ る 。 将来、競争原理 が 貫 く企業社会

に入 る こ とが 期待 され、そ こ で の 社会 的 ・経済 的

成功の た めに、優勝劣敗、弱肉強食の 価値観 と行

動様式を意図的 ・無意 図的に 身に つ けて きて い る

男性 と、 「家 に い て 子 を産み 育て る」 とい う役割

を期待 され、競争社会 か ら排除 されて い るだけに

か え っ て 、男性 よ りも早 く生存競争的価値観か ら

脱却 し、 これ に 批判的態度 を取 り得る女性 との 差

の 現れ と見る こ ともで きる。また、現在の 男性優

位社会の 中で 、女性は 、戦争事態に あ っ て は勿論 、

家庭 ・職 場等の 日常生活場面 におい て も、常に 男

性の 様々 な抑圧 に さらされ て被害者 とな りや すい

とこ ろか ら、平和 志向的価値観を形成 しやすい と

も考 え られる。

項 目間の 連関 に つ い て

　項 目間の 連関 の 中で は 、Wahlstr6m （1985）、

Adams 等 （1986）の 結果、すなわち、「戦争は人

間の 本性に 内在 して い るi とい う信念が 、
「核戦

争 に対 して個人的にで きる こ とが ある と思 うか 」

と い う項 目と有意 な連 関を示 して い る こ ととの 共

通性が 認 め られ た 点が 注 目され る。 し か も、戦争

原 因を本 能 的 な もの と見て い る か ど うか が 、憲

法 ・PKO 問題 で の 平 和 志向的意 見 よ りも、深 く

その 人の 平和活動参加 へ の 態度 と関わ っ て い る点

が重要 と言 えよ う。こ れは、相関分析 の 段 階なが

ら、自国の 軍事的貢献に対 して批判的意見 を持 つ

こ とが、平和活 動に参 加に し よ うとい う態度 を促

進す る とは眼 らない が 、戦 争が本能 に操 られて 宿

命的に生 じるの で は ない こ とに 確信を持つ な らば、

平和 活動参加の 態度 を形成 し うるとい うこ とを示

唆 して い る。 した が っ て これ は、平和 活動参加の

態度 を形成する上 で、戦争観 ・人 間観の 教育、つ

ま りは人間の 本性 に 関する教育が 重要で あ る こ と

を示 す結果 とい えるで あろ うe

　 人間 の 本性 に っ い て 、社会ダ ー
ウィ ニ ズ ム 的

（生 物学還 元論 的）な悲観 論 に も、根 拠の ない 性

善説 的楽 観論に も陥らない 科学的 に厳密な規定 を

す る こ とは、人 間の 本 性 に つ い て の 生 物 学還 元

論 ・遺伝決定論 的発想か ら子 ども ・青年を解 き放

ち、逆 に人 間性 へ の 信頼を 回復 させ る こ とに つ な

が るで あろ う。 セ ビ リア 声明起草者の
一

人 も 「人

間には 愛の 遺伝子 は ない が、攻 撃の 遺伝 子 もない 。

人間は教育によ っ て 作 られ る の で ある 」 （UNES −

CO ， 1991） と述 べ て い る 。

　 とこ ろが 、 現在の 日本の 平和 心理 学研 究や大学

の 平和教育を概観 し て も、こ の よ うな視点か らの

ア プ ロ ーチ は ほ とん ど見出 され ない 状況 で あ る

（平和の た め の 心 理 学者 懇談会 ， 1990；日本科学 者

会議平和 ・軍縮教 育研 究委 員会 ， 1992）。 その 意

味で は、 「セ ビ リア 声 明 」 自体やそ こに 盛 り込 ま

れ て い る視 点 ・内容 を取 り上 げ、活用 して い くこ

とは、平和教育の 有効 な方法 として研 究が進 め ら

れ る べ きで あ ろ う。今回採用 した方法を発展 させ

るな らば 、被験者に セ ビ リア 声明本文 ・解説 を読

ん で 討論を して もらい 、そ の 前後で データをとる

とい っ た教 育実験的な手法 な ども考 え られ る 。

　 さ らに 、セ ビ リア 声明で は部分的に しか触れ て

い な い 歴史学 ・文化人類学 ・考古学的研究等の 人

文 ・社会諸科学の 最新 の 成 果か ら、人類 がそ の 発

生以来常に 戦争 を して きた の で な い とい う事実を

提示 して い くこ と （例 えば、佐原 ， 1993）も有効

な方法で あ ろ う。

提示 順序の 効果 に つ い て

　図 1、 2 の 比較で 見た よ うに、社会ダ ー
ウィ ニ

ズム 的戦争観 → 現実の 平和 問題 → セ ビ リア声 明的

戦争観 → 戦争防止活動 へ の 態度、 とい うA 系 列で

提示 した群 の 回答結 果 の 方 が 、 B 系列 の 場合 よ り、

全体的に 項目間の 連 闘が強 い こ とが明 らか に な っ

た。こ の こ とは、A 系列の 提示 順序が 、回答 し て

い く過 程で 学生 の 認識 を深 め、問題 を相互 に関連

づ けて 把握 する こ とを可能 に させた結 果 と考 える

こ とが で き よ う。A 系 列 で は 、社会 ダーウィ ニ ズ

ム 的戦争観 を最 初に提示 して 、彼 らの 既 存の 信念

体系 に働 きかけた こ とが、 と りわけ効果 的で あ っ

た と考 えられる 。 逆 か ら言 うな ら、セ ビ リア声明

的見解の み を示 して も、必ず しもそれ を現 実問題
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や社会ダ
ー

ウィ ニ ズ ム 的見解に 関連づけて と らえ

る こ とに つ なが らない こ とを示唆 して い る ともい

」
　 レ 　

’
兄 い つ 。

　 こ こ か らは 、また、提示順 序の 効 果が、態度の

レ ベ ル で は現れなか っ たが、信念の レ ベ ル で 現れ

て い る と解 釈する こ とが 可 能で ある。す なわち、

信念の 変牝 が態度変容 の 必要条 件 と考 えるな らば 、

今回 の 項 目群 の 提示 順 序効果 は 、態度の 変 容に も

結 び つ くもの と して 、意味を持 つ こ とにな る。た

だ し、こ の 態 度変容が い か なるプ ロ セ ス で 生 じる

か に つ い て は 今後の 解 明 が必要 とされ る e

　な お、系 列 の 違い に よ っ て各ペ ア の 連関の 強 さ

が変 化す る意 味は、個別 的に は必 ず しも明 き らか

で は な く、 そ の 解釈 も今後 の 課題 と して 残 され る。

お わ りに

　本 研究の 今後に残 され た課題 を整理 する と次の

よ うに な る。第 1に 、結果の 最初で 触れた、青年

集団 、 ま た は 、青年個 人 の 中に存在 す る 、社 会

ダーウィ ニ ズ ム 的戦争観 とその 対 立見解 の 双方へ

の 同調 とい う矛盾す る信念の 共存 に つ い て 、さ ら

に分 析を進める こ とで ある 。 そ の こ とと関連 して 、

社会ダーウィ ニ ズム 的戦争観の 形成過程 を 日本の

現実に 即 して 解 明するこ とで あ る。

　第 2 に、社会 ダーウィ ニ ズ ム 的戦争観の 変容を

行 う教 育プ ロ グラ ム 作成 の 基礎作業 として 、現 実

聞題 を考 え させ なが ら対 立見解 を対照 させ る と い

う、今回採用 した手法 の 有効性を よ り厳密に検討

する こ とで あ る。中で も、提示 順 序 に よ る項 冒連

関の 仕 方の 変化 の 意味の 検討 が必 要 とな ろ う。

　第 3 に 、社会 ダーウK ニ ズ ム 的戦争観、お よび ．

憲法 ・PKO 問題、戦争防止 活動に 関する態度の

男女 の 相違を生 じさせ る要 因に つ い て 、分析を進

め る こ とで ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注

（注 1 ）本磅 究 の
一

部 は 、以 下 の 機会 に 発表 され た。

◎ 1992，10．15−17、第 9 回総合学術研究集会 （つ くば

市）

伊 藤武彦 ・杉 田 明宏 ・中川作一　1992　 「人 間性 と

　　 平禾則 に 関す る調査 　第 9 回総合学術 　　研究

　　 集会予稿集，75−76．

◎ 1992．10．28−30．第 1 回ア ジ ァ ・オ セ ァ ニ ァ 心理 学

会 1シ ン ガ ポ
ー

ル ）

Ito，　 T り Sugita，　 A り Nakagawa ，　 S．　1992　Japa−

　　 nese 　 College 　Student ’
s　Belief　 abOut 　Human 　Na −

　　 ture　and 　War ，　 Proceedings　of　the　First　Asian

　　 Conference　jn　Psychology， 82−83．

◎ ／993．3．27−28．日本発達心理学会第 4 回大会 （横浜

国立 大学 ）

伊藤武彦 ・杉田 明宏 ・中川 作一　1993　戦争 と人 間

　　 性 に 関す る 日本人 大 学生 の 意識調査 　日本 発達

　　 心 理 学会第 4 園大会発表論文集 ， 305．

（注 2 ）保 科 （1992 ）は、「．．．，人 間 も、他 の 動物 と

同様に 、利己 的な遺伝子 の 命令に従 っ て 、攻撃 し、

必 要が あれ ば 、残 虐な 方 法で 相 手 を殺す の だ 。民 族

紛 争 や 宗教戦 争 の よ うに、人 間 は 、異 文化 を持 っ た

集団が 脅威に な る と、憎悪に 駆 られ て 殱 滅 し よ う と

する ，，．．」 と述べ 、竹内 （1991）は 、「．＿ 他種 との

争 い に勝 利 す る と．今度は 同種 間 の 争 い が増 える と

い うの が動物界 の 常で あ る。人 間 もそ の 例外で はな

か っ た ＿ ．チ ン パ ン ジ ーは 死 者が 出る ほ ど の 激 し い

争 い を集 団間 で 行 な う。我 々 は お そ ら く他種 との 争

い に 勝和 し た後、近縁 の 種 との 争 い に も鱗利 し、つ

い に は 同種 間 で 激 しく戦争 を する よ うにな っ た の だ

ろ う． とす れば戦争 は 、他種 を圧 倒 した 動 物 に の み

課 せ られ る 試練 と い うわ けだ 」 （p ．176） と 述 べ て い

る 。

（注 3 ）ユ ネス コ 「暴 力に 関する セ ビ リア 声明 （The

Sev田e 　 Statement　 on 　Violence＞」　； 1986年 5 月 16日、

ユ ネ ス コ 主 催 の 第 7 回 「脳 と攻 撃 性 に つ て の 国 際 コ

ロ キ ウ ム 1 （ス ペ イ ン
・セ ビ リア ）にお い て、国連 ・

国際平 和年 を記念 し て 発表 され た声 明。心 理 学 ・社

会学 ・動物行 動学 ・
生 物 学 ・神経 生 理 学 ・

生 物 化

学 ・精神医学等11 の 専門分野 に わ た る 5 大 陸 12 ヶ 国

20人 の 研 究者 の 手 に よ っ て 起 草 され た 。 こ の 「声

明」 の 5 つ の 命題 の 結論 は下記 の 通 りで ある。

第 1 命題 ； 「私た ちは 動物で あ っ た私た ちの 先祖か

　 ら戦 争 をす る傾 向を受け継 い で い る
一

とい う言 い

一35一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Research Association of Psychological Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Researoh 　Assooiation 　of 　Psyohologioal 　Soienoe

心 理科学第15巻第 2 号

　方は 、科学的 に は不 正確 で ある 」

第 2 命題 ： 「戦争ある い は そ の 他の 暴力行動 は私た

　ち人間 の 性質 の 中に 遺伝 的 に プ ロ グ ラ ム され て い

　る
一

と い う言 い 方 は 、科学 的 に は 不 正 確 で ある 」

第 3 命 題 ： 「人 間 の 進化 の 過程 で は 、他の 種類 の 行

　動 よ り攻 撃行 動 に 対 す る選 択 の 方 が強 く働 い た ・一

　 とい う言 い 方 は 、科学的 に は不正確 で ある」

第 4 命題で は 、 「入 間の 脳の 中に 暴 力 中枢 を持 っ て い

　る
一

とい う言 い 方 は 科学的 に は 不 正 確で あ る 」

第 5 命題 は 、「戦争 は 本能 ある い は 何か単一
の 動機に

　 よ っ て 引 き起 こ され る 一．
と い う言 い 方は 科学的 に

　は 不正確で ある 」

　 日 本 で は、1990年代 に入 っ て よ うや く心 理 学、教

育学 分野 を 中心 に 普及が本格化 し て きた e （平和 の た

め の 心 理 学者懇談会 ，1990；森田 ，1993；中 Jil，1992；杉

臼 ，1992；1993a；1993b）。

（注 4 ）中で も、読売新聞は 1992 年 1 月 8 日、同社独

自の 「憲法 問題調査 会 」 の 設置 に あた り、「わ が 国 は

国際 国家 と し て 、世界の 平和、国際的協 調 に 大 きな

責任 を 持 っ て い ます e 無 責任な一国平和主 義や
一国

繁栄 主義は もはや通用 し ませ ん 」 「わが国 と し て 、国

連 の 平 和協力活 動 に 積極 的 に参加 し、活動する道を

探 る べ きだ と考 えます」 と い っ た
「

社告」 を発表 し

て 、社 をあ げ て 自衛隊 の 国連 平 和維持活動参加 実現

に む けて 積極的 役割 を果 た す 立 場 を鮮 明 に した 。事

実、社 説 （1992年 1 月 10 日 、 1 月 ユ2 日等 ）や 「憲法

問題調査会」 の 動 向を伝 える形 で 、PKO 法案成立の

た め の 世 論形 成 の 役割 を担い 続 けた （畑 田 ，1992 ）。
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APPENDIX

質問紙 A

人間性 と戦争 に 関 する調 査 （A ）

　っ ぎの 文章 を読 んで 、あなた の 気持ち に あ て は ま る と こ ろ に 0 印 をつ けて くだ さい 。なお、後半 に は い っ て 、

同 じ質問が 前に 出 て い る よ うな気がするか もしれ ませ ん e し か し、以下 は そ れ ぞれ 別 の 項 目な の で 、前に ど う

答 え た か を思 い 出 した り、見直 し た り しな い で 、一つ 一つ 独立 に 判 断 し て くだ さい 。

（1 ）サ ル の 群れ に は、知力も体力 もす ぐれ たボス を頂点 とす る順 位制が ある。こ れは 「優勝 劣敗 」 の 法則 が 勁

　　 物 の 世界 を貫 い て い る
一

つ の 証拠 で あ り、人 間の 社会 もこ の 意味で は 同じ だ と思 う。

　　　　強 くそう思 う　　そ う思 う　　どち らともい えな い 　　そ うは思わない　　決 して そ うは思 わない

（2 ）人 閥が繰 り返 し戦争 をお こ し．弱 い 民族 を征服する の は 、つ よ い 動物 が よわ い 種 を捕食 し て 生き る の と同

　　 じ 「弱 肉強食1 の 現われ だ と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　　そ う思 う　　どち らともい えな い 　　そ うは 思わ な い 　　決し て そ うは思 わな い

（3 ）人間 も動物 だ か ら、遺 伝的 に 闘争 本能を うけつ い で い る。従 っ て 、人間 の 世 界か ら戦争をなくす こ とはで

　　 きな い と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どち らともい えな い 　 そ うは思わない 　 決 して そ うは 思 わな い

（4 ）PKO 法 は、「武 力に よ る威嚇 又 は武力 の 行使」 を禁止 し、「国 の 交戦権 」 を否認 し た 日 本 国憲法 に 違 反 す る 、

　　 と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　　そ う思 う　　どち らともい えない 　　そ うは思 わない 　　決し て そ うは思わ な い

（5 ）PKO 法は、平和維持の ため に 日本が 行 う国際貢献 を定めた法律だか ら、平和憲法 の 精神に違反 しない と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どち らともい えない 　 そ うは思わない 　 決 して そ うは思わ ない

（6 ）第 2 次世 界 大戦で ア ジ ア を侵略 した日本が、い まま た 「派兵」 す る こ とに な る と、こ の 地域 の 諸国民 は、

　　　日本 に 対する不信感 をい っ そ う深め るだろ うと思 う。

　　　　強 くそ う思 う　　そ う思 う　　どち らともい えな い 　　そ うは思 わない 　　決 し て そ うは思わ な い

（7 ）日本の 国際貢献は 「派兵」 以外の 方法で行 うべ きで あ る と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　　どち ら ともい えな い 　 そ うは 思 わ な い 　 決 し て そ うは 思 わ な い

（8 ）PKO 法 を発動 し て も、自衛隊員 の 中に は 派兵に 応 じ な い 人が か な りい るだ ろ うと思 うb

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どちらともい えな い 　 そ うは 思わ な い 　 決 して そ うは 思 わな い

（9 ） も し、徴兵 制が 公 布された ら、そ の 時は私 〔私の 恋 人 ）も兵役に服する、と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　　そ う思 う　　どち らともい えな い 　　そ うは思わな い 　　決 して そ うは 思 わ な い

（10）サ ル の 群れ の 中 心 に い る 知力 も体力 もす ぐれたオ ス は、自然環境に適応 し て 群れ全 体が生活 を維持で きる

　　　よ うに、内部 の 協力関係 を調 整す る リ
ーダーで ある。人間も含め て動物の 進化をうなが した力は闘争で は

　　　な く協力で あ っ た と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どち ら ともい え な い 　 そ うは思わ ない 　 決 し て そ うは思わ な い

（U ）っ よ い 動物 が よわ い 種 を捕食 し て 生 きるの は 、動 物界 の 食物連鎖 で あ り、戦争 の よ うな 同 じ種 の 中 の 闘争

　　　とは本質的に異なる と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どち らともい えな い 　 そ うは 思 わ な い 　 決 し て そ うは 思 わな い

（12）戦争 は人 間が 少な くとも意図的に行な う攻 撃行動で ある。従 っ て 人間 は 反対に 、そ の 自由意思 に よ っ て 武

　　　器 をす て 、戦争 を放棄する こ とが で きる と思 う。

　　　　 強 くそ う思 う　　そ う思 う　　どち らともい えない 　 そ うは思わ な い 　 決し て そうは思わ な い

（13）戦争を防止す る た め に ．私 に も何 か で きる こ とがあ る と思 う。

　　　　強 くそ う思 う　 そ う思 う　 どち らともい えな い 　 そ うは 思わな い 　 決 してそ うは思わな い
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